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（第5図）

事業者 問14 【問13で、1. 大変ある、2. 多少あると答えた事業者にお伺いします。】

あなたの事業所が関心の高い地球環境問題は、何ですか？ [上位2つまで選択・順位ごとSA]

 （参考） 問13 あなたは、地球環境問題（地球の温暖化、オゾン層の破壊など）について関心がありますか？

選択肢　　1. 大変ある　　2. 多少ある　　3. 特にない
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事業者 問17【問15で１と答えた事業者にお伺いします。】

あなたの事業所が行っている、環境保全のための対策は何ですか？ [MA]

 （参考） 問15 現在、あなたの事業所は、日常的に何らかの環境保全のための対策をしていますか？

選択肢　　1. 現在している　　2. 特にしていない
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（第7図）

市民 問12 あなたは普段の生活の中で、次のＡ～Ｈのようなごみ処理やリサイクルに関する取り組みを行っ

ていますか。[SA]

現状について
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事業者 問10 あなたの事業所から排出される資源物は、どのように扱っていますか？ [SA]
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市民 問14 現在、高崎市では次のような環境施策を実施しています。ご存じですか？ [SA]
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（第10図）

事業者 問21 あなたの事業所が環境保全対策を行うにあたって、市に要望することは何ですか？

[上位2つまで選択・順位ごとSA]
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事業者 問22 高崎市では環境関連の情報提供のあり方に工夫をしています。環境に関する事業者向けの情

報について、あなたの事業所ではどのような媒体や手段で入手していますか。[MA]
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　５．重要な政策課題

　アンケート調査の分析結果から，高崎市の自然環境に関する市民・事業者の評価はかなり良

好であることが分かった。地球環境問題への関心も高く，取り組みや関心のレベルも高い。し

かし，課題も多くみられた。特に特徴的な点について考えたい。

　⑴　川の環境について

　市民の意識に関しては，川について「水のきれいさ」や「水辺とのふれあい」に関する満足
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度が低いことが注目される。「水のきれいさ」を改善するためには，池や川に捨てられたゴミ

や家庭からの排水に対処しなければならず，「水辺とのふれあい」を高めるためには，魚やホ

タルなど生物の観察やビオトープの整備が求められる。

　こうした水環境に対する意識を高めるための具体的な取り組みの事例として，高崎経済大学

地域政策学部清水ゼミナールが作成した「歩きたくなる！！烏川お散歩マップ」８）を挙げるこ

とができる。この冊子は手軽に持ち歩けるＢ6版仕様で，ゼミ生が実際に烏川沿いを歩いて現

地取材をして作成したものである。関連するスポットや施設，史跡などの写真，イラストを活

用して，烏川の形成，歴史，利用，生息する生き物，自然などについて分かり易く解説している。

　このマップを片手に川沿いを散策することによって烏川をより身近なものとして実感し，そ

れを大切にしようという心が育っていくことが期待できる。この冊子では，次のように述べら

れている。「（烏川流域の）良い部分悪い部分すべてを市民に知ってもらうことによって将来，

よりきれいに美しい烏川になっていくものだと思います。つまり市民に烏川の監視者になって

もらうのです」。このように環境と接する身近な機会が，自発的な環境保全活動に結びついて

いくことが重要である。また，こうした環境マップの作成を小中学生などの子供達が取り組む

ようにすれば，その作業過程を通じて，子供の頃から身近な環境に対する関心と愛着を育てる

ことができる。

　⑵　交通問題について

　生活環境に関して，憂慮すべき課題として注目すべきことは，交通問題である。それは，二

つの大きな課題がある。一つは歩行者の安全性であり，もう一つは交通の利便性である。

　歩行者の安全性については，高崎市内の道路は車優先の構造となっており，歩行者には危険

性の高い箇所が多い。アンケート調査においても，「車道と分離した歩道の整備」，「段差がな

く歩きやすい路面の確保」が改善すべき点として多く指摘されている。歩車道の分離は，歩行

者の安全の確保のための重要な要件となる。

　経験的に思い起こしても，高崎市内には歩道が設置されていない車道だけの道が多く，路肩

に歩行者が歩くスペースが十分でない箇所も数多くある。電柱やのり面などの障害がさらに歩

行者の危険性を高めている箇所も多くみられる。こうした問題を抱えた道路は，自転車にとっ

ても走りにくいものである。環境対策として車の代わりに自転車の利用を促進するためにも，

改善が望まれる。

　また，詳細分析によると，段差の解消については年齢が高くなるにつれて「改善点」とする

回答割合が高い。本格的な高齢化社会を迎えるなかで，高齢者に優しいまちづくりは最も重要

な課題の一つと言える。

　交通の利便性については，改善すべき点として最も大きな割合を占めるのは，「バス交通（運

行本数やルート等）の充実」（44.6%）である。高崎市内には公共の路線バスが運行されている

が，やはり運行本数やルートなどの面で使い勝手が良いとは言えない。中心市街地の活性化が

強く求められる今日においては，車なしでも高崎駅周辺の中心市街地に気軽に出かけ，少ない

時間ロスで買い物や病院への通院，街歩きなどができるような仕組みづくりが求められる。
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　⑶　環境マネジメントシステムについて

　地球環境の保全に関して課題となるのは，市民においては「環境家計簿」への関心・取り組

み意欲の低さ，事業者においてはISO14001やその他の環境マネジメントシステムに対する取

り組み実績の低さである。取り分け環境マネジメントシステムについて事業者では「関心はあ

るが組織的に対応していない」とする割合が大きい。事業者による総合的な環境対応方策とし

て，環境マネジメントシステムの普及促進の社会的意義は大きい。

　小林（2008）は，手間とコストのかかるISO14001に対して，低コストでしかもシステム構

築が容易な「エコアクション21」を，中小企業に適したシステムとして高く評価している。

2008年3月時点での認証・登録事業者数は2,287で，中小企業が圧倒的に多いとする。また小林は，

「エコアクション21」の根幹は省エネ，廃棄物の削減とリサイクル，節水であるとし，環境経

営のシステムであるだけでなく，無理なくコスト削減ができるシステムでもある，としている。

環境マネジメントシステムは他にもある９）。今後とも種類の多様化によって，各々の事業者が

活用しやすくメリットの大きなものを自ら選択できるようになることが望まれる。そして国や

自治体の環境政策においては，事業者に対して環境保全への取り組みが自らの経営上のメリッ

トにもなることを周知し，その普及を促進することが求められる。

　６．おわりに

　環境問題は，全世界が共同して取り組むべき喫緊の課題となっており，その解決のためには，

国や国際レベルにおける様々な取り組みと併せ，自治体や地域に住む個々の市民，事業者の環

境問題への取り組みが欠かせない。また同時に，地域における環境問題への取り組みは，地域

に住む市民の一人ひとりが安全で心豊かな生活環境のなかで暮らしていくためにも重要な意義

を有している。

　地域における生活環境とは，自然環境だけではなく歴史，文化，街並み，交通の利便性や安

全性，コミュニティ活動などを包含する幅広いものである。「20～30年後の市民にプレゼント

したい高崎市の環境」というアンケート調査の問いかけに対する回答も，自然環境，文化・教

養施設，公園，自然と歴史が一体化した街，散策が楽しい街など広範囲にわたっている。これ

らの回答には，高崎市に今ある素晴らしい環境を将来に伝えたいという想いと，今の高崎市に

は不足しているがこれからその不足を補い素晴らしい環境にしてから将来に伝えたいという想

いの両面があるものと考えられる。

　高崎市には，こうした市民や事業者たちの想いを受け止め，環境に対する市民・事業者の個

別具体的な認識・意見を踏まえながら環境政策を展開していくことが求められる。さらに，合

併によって広域化した高崎市にとっては，その構成地域の各々の個性や個別課題に配慮しつつ

政策展開を図っていくことも必要となるのではないだろうか。
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〔注〕

１）朝日新聞，2008年7月10日（木）朝刊

２）高崎市は群馬県に所在しており，人口約34万7千人（2008年7月1日現在，住民基本台帳及び

外国人登録人口），面積約401㎞2である。2006年に高崎市，倉渕村，箕郷町，群馬町，新町，

榛名町の１市１村４町が合併し，都市的性格の強い地域と自然環境の豊かな地域が共存する個

性的な市となった。

資料：高崎市（http://www.city.takasaki.gunma.jp，2008年8月11日取得）

３）高崎市は，環境基本条例（平成8(1996)年3月制定）に基づき，平成11(1999)年3月に「環境基

本計画」を策定した。その後の「高崎市第４次総合計画」の策定に伴い，計画の実効性を高め，

総合計画との整合性を保つため，平成15(2003)年4月に改定した。「高崎市第３次環境基本計画」

は，市町村合併や「高崎市第５次総合計画」の策定などを踏まえ，再度，改定したものである。

改定に当たっての課題として，①地球環境問題の重要性拡大への対応，②循環型地域社会の構

築，③前計画の進捗状況及び目標達成状況，④上位計画との整合性の確保，⑤市町村合併によ

る環境変化への対応，⑥環境関連法制度の変化への対応，⑦各主体の連携強化及び計画推進の

ための仕組みの強化，の7つが強く意識されている。

資料：高崎市『高崎市第３次環境基本計画』，2008年3月

４）高崎市『高崎市環境意識アンケート調査報告書　市民・事業者』，2008年

５）18歳以上からの無作為抽出を基本とするが，合併後はじめての調査実施につき，地区の差を

勘案して地区別（旧市町村）抽出数については，次の方針で配分した。人口規模の大きい高崎

地区に半数（2500）を充て，人口規模の最も小さな倉渕地区に，統計的信頼性を考慮して200

を充てる。残り4地区については人口比で配分する。抽出結果は，高崎（地区）2500（50.0%）， 

倉渕200（4.0%），箕郷496（9.9%），群馬930（18.6%），新町316（6.3%），榛名558（11.2%）である。

６）高崎市『高崎市環境意識アンケート調査報告書【概要版】』，2008年

７）群馬県の人口１人当たりの自動車保有台数は，2007年3月31日現在0.86で全国第１位である。

資料：北陸信越運輸局新潟運輸支局（http://www.t-hrse.go.jp/guide/niigata/gaikyou/

13zenkoku.pdf#search='全国都道府県別自動車保有車両数'，2008年７月28日取得）

８）高崎経済大学地域政策学部清水ゼミナール10期生「平成19年度 大学院GP報告書 文部科学省」

９）ISO14001以外の主な環境マネジメントシステム（環境認証制度）としては，「エコアクショ

ン21」（運営主体：財団法人地球環境戦略研究機関持続性センター）の他に「KES」（運営主体：

特定非営利活動法人KES環境機構）とエコステージ（運営主体：有限責任中間法人エコステー

ジ協会）があり，コスト削減につながる環境対策に注目する中小企業も増えている。

資料：日本経済新聞（2008年7月2日），エコアクション21（http://www.ea21.jp，2008年8月8

日取得），KES環境機構（http://www.keskyoto.org，2008年8月8日取得），エコステージ

協会（http://www.ecostage.org，2008年8月8日取得）
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